
　
「
地
域
の
自
立
」
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
。
地
域

が
独
自
性
を
発
揮
し
、
輝
く
こ
と
は
確
か
に
す
ば

ら
し
い
。
し
か
し
、
地
域
の
自
立
は
、
地
域
の
立

場
か
ら
だ
け
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

国
は
、「
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
」
を
掲
げ
て
国

土
開
発
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
柱
に
な
っ
た
の

が
「
全
国
総
合
開
発
計
画
（
全
総
）」
だ
。
地
方
の

隅
々
ま
で
同
じ
よ
う
に
社
会
基
盤
を
整
備
し
よ

う
と
三
全
総
で
三
百
七
十
兆
円
、
四
全
総
で
千
兆

円
の
投
資
が
な
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
０
０
五

年
末
で
国
債
残
高
が
約
五
百
四
十
二
兆
円
に
も

な
る
財
政
赤
字
の
た
め
、「
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
」
と
い
う
理
念
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。
昨
年
七
月
に
は
根
拠

法
で
あ
る
国
土
総
合
開

発
法
が
国
土
形
成
計
画

法
に
な
り
、
制
度
改
革
の

理
念
と
し
て
新
た
に
「
地

域
の
自
立
的
発
展
」
が
掲

げ
ら
れ
た
。
国
が
地
方
を

庇
護
し
て
き
た
時
代
は

終
わ
り
、
好
む
と
好
ま
ざ

る
と
に
関
わ
ら
ず
、「
地

域
の
自
立
」
は
進
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
道
と

な
っ
た
。

　

三
位
一
体
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

地
方
財
政
を
支
え
て
き
た
地
方
交
付
金
が
大
き

く
削
減
さ
れ
る
一
方
、
財
源
移
譲
は
進
ん
で
い

な
い
。
し
か
も
、
地
方
税
の
課
税
対
象
で
あ
る
企

業
の
本
店
や
所
得
者
の
少
な
い
地
方
は
、
大
都

市
圏
に
比
べ
て
、
税
収
が
少
な
く
な
る
傾
向
が

強
く
、
地
方
の
財
政
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り

だ
。
地
方
自
治
体
の
運
営
も
、
国
に
よ
る
許
認
可

で
雁
字
搦
め
に
縛
ら
れ
て
き
た
。
地
方
自
治
体

の
首
長
や
職
員
は
、
国
が
示
す
ス
キ
ー
ム
の
中

か
ら
自
分
た
ち
に
適
し
た
も
の
を
見
つ
け
、
う

ま
く
申
請
し
、
資
金
を
地
方
に
環
流
さ
せ
、
道

路
や
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
優
秀
さ
の
証
明

だ
っ
た
。
国
か
ら
独
立
し
て
、
自
由
に
立
案
し
、

自
ら
資
金
を
調
達
し
た
経
験
に
は
乏
し
い
。
急

に
自
立
を
求
め
ら
れ
て
、
困
惑
し
て
い
る
地
方

も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
ん
な
思
い
の
中
で
私
は
、（
財
）
え
ひ
め

地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
が
今
年
二
月
、
松
山

市
で
開
い
た
研
究
サ
ロ
ン
「
地
域
の
自
立
と
は

な
に
か
」
で
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
若
松
進
一

さ
ん
、
森
本
純
一
さ
ん
、
東
谷
望
史
さ
ん
、
横

石
知
二
さ
ん
を
取
材
し
た
。
朝
日
新
聞
愛
媛

版
に
「
地
域
の
自
立
を
め
ざ
し
て
」（h

ttp
://

m
yto

w
n
.a

sa
h
i.co

m
/e

h
im

e
/n

e
w

slist.
p

h
p

?
d

_id
=

3
9

0
0

0
1

4

）
と
し
て
連
載
し
た

が
、
人
口
が
減
少
し
、
高
齢
化
が
進
む
小
さ
な

地
域
を
率
い
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
（
起
業
家
）

の
歩
み
は
、
地
域
が
自
立
す
る
た
め
の
示
唆
に

実
に
富
ん
で
い
た
。

　
「
地
域
の
自
立
と
は
、
地
域
が
経
済
的
に
自
立

す
る
こ
と
」
と
四
人
は
口
を
そ
ろ
え
、「
地
域
に

住
ん
で
、
食
べ
て
い
け
る
だ
け
の
経
済
基
盤
を
確

立
す
る
こ
と
だ
」
と
言
い
切
る
。
確
か
に
、
ど
ん

な
に
理
念
が
高
か
ろ
う
と
、
豊
か
な
自
然
や
長

い
歴
史
が
あ

ろ
う
と
も
、

そ
の
地
域
で

食
べ
て
く
こ

と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
住

民
は
地
域
を

捨
て
る
し
か

地
域
自
立
へ
の
処
方
箋

　
　

〜
四
人
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
〜

朝
日
新
聞
松
山
総
局　

砂
場　

隆
浩

論 談

　人工海浜を掃除する若松進一さん。一番簡
単な地域づくりは掃除と若松さんは教育長を
退職するまで12年、出勤前の日課だった
＝伊予市の双海シーサイド公園で
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な
い
。
で
は
四
人
は
何
を
し
た
の
か
。

　

Ｉ
Ｔ
産
業
を
誘
致
し
た
わ
け
で
も
な
け
れ
ば
、

新
し
い
産
業
を
創
造
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
地

元
に
あ
っ
た
地
域
資
源
を
育
て
、
経
済
基
盤
を
確

立
し
て
い
っ
た
の
だ
。
柚
子
も
、
か
ら
り
に
並
ぶ

農
産
物
も
、
そ
の
地
で
な
け
れ
ば
採
れ
な
い
と

い
う
名
産
で
は
な
い
。
夕
日
や
葉
っ
ぱ
に
至
っ

て
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま

売
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
東
谷
さ
ん
は
柚
子
そ

の
も
の
で
は
な
く
、「
ぽ
ん
酢
し
ょ
う
ゆ
」「
柚
子

飲
料
」
と
い
う
柚
子
加
工
品
で
勝
負
し
た
。
農
業

の
二
次
産
業
化
だ
。
森
本
さ
ん
は
自
宅
か
ら
販

売
量
を
知
り
得
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

で
農
家
を
「
つ
く
る
人
」
か
ら
「
売
る
人
」
へ
と

変
化
さ
せ
た
。
農
家
の
三
次
産
業
化
を
し
た
の

だ
。
横
石
さ
ん
は
、
だ
れ
も
売
り
も
の
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
た
葉
っ
ぱ
を
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
に

仕
上
げ
た
が
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
思
い

つ
き
で
は
な
く
、
笹
の
葉
の

ツ
マ
づ
く
り
と
い
う
伝
統
産

業
が
ベ
ー
ス
に
あ
っ
た
。
若

松
さ
ん
も
夕
日
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
じ
ゃ
こ
天
、
ち
く
わ
と

い
う
鮮
魚
の
加
工
品
を
ヒ
ッ

ト
さ
せ
た
が
、
や
は
り
瀬
戸

内
海
に
面
し
た
漁
村
と
い
う

地
の
利
に
立
脚
し
て
い
た
。

よ
そ
か
ら
移
植
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
地
に
あ
る
柚
子
、

葉
っ
ぱ
、
農
産
物
、
夕
日
と
い

う
地
域
資
源
を
見
つ
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
物
語
を
つ
く
り
、
一
点
突
破
で
全
面

展
開
を
図
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
地
域
を
丸
ご
と
商
品
化
す
る
販
売

戦
略
で
、
地
域
経
済
を
成
長
さ
せ
て
い
る
こ
と

も
共
通
し
て
い
る
。
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
上
勝
町
の

葉
っ
ぱ
だ
か
ら
こ
そ
、
ゆ
っ
く
り
時
が
な
が
れ

る
馬
路
村
の
柚
子
だ
か
ら
こ
そ
、
す
べ
て
が
夕

日
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
結
実
さ
せ
た
双
海
町

だ
か
ら
こ
そ
売
れ
た
の
だ
。
柚
子
や
葉
っ
ぱ
、
夕

日
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
が
、
馬
路
の
柚
子
、
上
勝

の
葉
っ
ぱ
、
双
海
の
夕
焼
け
と
な
る
と
固
有
性

が
生
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
の
環
境
整

備
、
住
民
で
情
報
を
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
地
域
を
日
本
の
原
風
景
と
し
て
売
り
込
む

イ
メ
ー
ジ
Ｐ
Ｒ
な
ど
様
々
な
方
策
が
採
ら
れ
て

　馬路村農協のコールセンター。直販は消
費者と直接対話できるのが魅力だが、馬路村
農協ほど効果的に使っている組織は珍しい
＝高知県馬路村で

　「まるで日本庭園のようでしょう」と話す横石知二さん。
高齢者が収穫まで何年もかかる樹種を植えるのも地域に一
体感があるからだろう＝徳島県上勝町で

い
る
が
、
固
有
性
を
育
て
る
と
い
う
根
は
共
通

し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

さ
ら
に
は
、
地
域
の
高
齢
者
を
戦
力
の
中
心
に

据
え
た
こ
と
も
同
じ
だ
。
今
で
こ
そ
、
葉
っ
ぱ
で

年
収
一
千
万
円
、
じ
ゃ
こ
天
の
年
商
五
千
五
百
万

円
と
胸
を
張
れ
る
が
、
売
れ
な
い
時
代
も
あ
っ

た
。
乗
り
切
れ
た
の
は
四
人
を
信
じ
続
け
た
高

齢
者
の
存
在
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
。
四
人
の
地

域
を
訪
れ
て
思
う
の
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
笑
顔
の
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
高
齢
化
が
進
ん

だ
地
域
が
駄
目
な
の
で
は
な
い
。
高
齢
化
が
進

ん
だ
と
嘆
く
地
域
が
駄
目
な
の
だ
。
長
寿
を
喜

び
、
尊
敬
を
持
っ
て
共
に
歩
む
上
勝
や
内
子
で

は
、
高
齢
者
が
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
情
報
を

収
集
し
、
自
ら
販
売
戦
略
を
立
て
て
い
る
。
デ
ー

サ
ー
ビ
ス
で
福
祉
施
設
に
通
う
高
齢
者
よ
り
も
、

若
者
と
共
に
働
く
高
齢
者
は
楽
し
そ
う
で
、
そ
し

て
、
輝
い
て
見
え
た
。

　昨年暮れに開いたプレサロン。「外から人が来る
地域を目指せ」「交通の便もとことん悪いと魅力に
なる」など熱く意見を交わした。左端は筆者＝高
知県馬路村で
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ファイル（F） 編集（E） 表示（V） お気に入り（A） ツール（T） ヘルプ（H）

タイトル

戻る戻る

▲▲ ▲▲ お気に入り検索 ▲

地域課題研究サロンの閉会後、インターネット掲示板「トークバトル放課後サロン」
に参加された皆さんから感想やご意見をいただきました。そのなかから幾つか本
誌に取りあげ紹介します。書き込まれた皆さん、大変ありがとうございました。

◎今ごろ放送中ですね！  投稿者：横山　史  投稿日： 3月21日(火)     

　家にはCATVが入っていないので見られませんが、私にとっては４名のパネラーはもちろんです
が、一緒にお越しになっていた方ともお話できたのが良かったです。例えば馬路村の若い方などは

「こんなに楽しい仕事はない」と口を揃えて話されていたのが印象的でした。

◎まずは、一歩踏み出すこと。  投稿者：日銭労務士参上  投稿日： 3月 1日(水)     

　実践での4名のお話。よくある学識経験者や○○研究所主催とは異なり、それぞれ知った仲での
雰囲気、進行、又極めて具体的なお話、特に売るためになすべきこと。横石さんの発言にあった、人
の意識を変える努力。頭が下がると同時に、わが身に振り返ってみて。とにかく、まず、自分が地域
で何かをやってみる。自分が動くことから始まることを実感です。

◎好きであるということ  投稿者：あじまる@朝フルの会  投稿日： 3月 1日(水)      

  こういう会で睡魔に襲われなかったのは今回が初めてでした（汗）。参加して一つだけひっかかっ
ている言葉があります。「感性」です。支配人さんが締めくくりで「プロモーションビデオの中で流れ
ていた音楽を聴きわけられることが感性ではないか」という問題提起をされていました。偶然私は

「あ、運命だ」などと思いながら見てました。数日間、サロンのメモ書きを読み返し、いくつかの討論
の場面を思い出しながら、それを咀嚼し反芻するうちに、一つの命題を思い立ちました。「好きであ
るということが感性を磨くことにつながる」という命題です。講師として参加された方々は、異口同
音に地域に対す愛着を持たれ、地域を何とかしたいという熱意を常にもたれています。そういう愛
情や熱意がそれぞれの「感性」を育てたのではないでしょうか。私はまず「好き」から始めてみよう
と思っています。みかんを愛し、みかんの木を愛し、みかんを育てる風土を愛し、そしてみかんに携
わるすべての人を愛することから。

◎研修会に参加して  投稿者：岩井仁茂  投稿日： 3月 1日(水)     

　何れの方も、ナメクジが錨を下ろした様な人達に夢と希望を説き、意識を植え付けた、紛れもなく
その人々の「心に火を点けた」粘り強い継続した情熱には敬服致しました。そして、皆さん大変なロ
マンチストですね。また、素晴らしい感性の持ち主です。感性は先天的なものだけでなく、気づかせ、
磨かれるもの、と若松さんの発言にあったと思いますが、全く同感です。では如何に自分の感性を磨
くか？、やはり感性を持っている多くの人と交わり、多種多様な感性に触れてみる事により培われ
る事も可能であると思います。
　そして、皆さんに共通して感じる事に非常に「バランス感覚」に優れていることです。これは、リー
ダーとして成功する大切な条件であると思うからです。こんなカリスマ性のあるリーダーの後継者
は大変ですね。思うに、これは能力とは別に「イメージ」が占める要素が大きいからだと思います。
さて、この日は、さしづめ「プロジェクトＸ」の総集編を見た感を持ち、元気をもらい会場を気持ち
よく後にしました。

インターネット掲示板「トークバトル放課後サロン」より
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ファイル（F） 編集（E） 表示（V） お気に入り（A） ツール（T） ヘルプ（H）

タイトル

戻る戻る

▲▲ ▲▲ お気に入り検索 ▲

トークバトル放課後サロン

◎勉強になったケーススタディー  投稿者：鎌田　秋吉  投稿日： 3月 1日(水)     

　４人の講師の話で一番参考になったのは、やはりケーススタディーです、具体的には物づくりで
もソフト造りでも、たくさんの壁があることを痛感しました、目標を決めたらいかに困難が伴おう
とも達成に向かい邁進すること、それも”へこたれず笑顔”で貫くことができるかと思います。しか
し、我々は「身の丈にあい長く継続できる地域づくりが大切」と思っています。答えは一つではなく
無数にあると確信しています。

◎「自立とは何か」に参加して  投稿者：大河内　結子  投稿日： 2月28日(火)      

　私はみかん農家の主婦です。「みかんは安い安い」と言われ続けて久しい。安くてもしんどくても
半分は仕方なく続けていたものです。そんな時、全国に女性起業家の話題を耳にするようになって
きました。葉っぱで１億円・・・ごっくんジュース・・・からりの産直・・・夕日が日本一・・・。
私にとってあこがれの夢のような待ちに待った日を迎え、参加できたことに感激と感謝以外に言葉
がありません。「自立」立場によって大変かなとおもうことがあります。でも、周りに振り回される
事無く、自分の意志でどうするかをきめること。そして、私はいつの時も楽しみながら輝いていたい
ものと思っています。
　４人の方のバトル本当に楽しかった！たくさんの成功、失敗をもっともっと聞きたいです。

◎地域の自立  投稿者：馬路の山猿　木下  投稿日： 2月28日(火)      

　個々の考え方によって自立への受け止め方は違うと思います。結局、地域づくりは人づくりと思
いますから、自分が感じて動くしかないのが答えだと思いました。いろいろ議論がありますが、その
地域を本当に好きな人が多いほどその地域は、自立できると思います。地域づくりは相手をあてに
すると、相手がこないときは腹が立ちます。でも自分が好きでやっていると感じたら腹はたちませ
ん。コツコツ地道ですが頑張るしかないと思います。基本的にその地域に来るお客さんは、その地域
の生活文化を見に来てるとおもいます。お客さんお客さんではなく、50：50の関係をいかに作れる
かが鍵のようにも思います。またそんな方に訪れてもらいたいですね。１０年後２０年後にむけて
の取り組みをやっていく上で、そのヒントとして色々聞けてよかったです。後は地域に置き換えて
やりがい、自立につながるやり方をもっと考えてみないといけないと感じました。人は理屈でなく
心で動きますからね・・・けんど収入もちょっとあったらいいですよね・・・
　地域づくりに答えはないですもんね。

◎気づき  投稿者：Rias  投稿日： 2月26日(日)    

  個性の活躍する場所場面を創り、影響しあった結果をそれぞれの経験談でお話していただき、時に
は具体的なノウハウも漏らしていただきました。地域は個人の集まりだから、そこに住む個々人そ
れぞれが自立しなければ地域の自立はない。そのための数多くのヒントを学ぶことができました。
ありがとうございました。

�� 2006.7




